
　今年度も終わりに近づき，診療報酬改定への対策に翻弄されていることと思います．昨年 4 月
に就職した皆様においても，1 年があっという間に過ぎ去り，ようやく仕事に慣れた方，まだま
だ日々の業務に追われている方などさまざまだと思います．そろそろやり残したこと，過ぎ去っ
たことを振り返ることから，明日の準備を開始してはどうでしょうか．
　さて，厚生労働省の地域包括ケアシステムの議論において「リハビリ専門職の活用」という文
言が明記されています．国策は，都道府県に通知され，都道府県で計画され，市町村に落とし込
まれていきます．「リハビリ専門職」である理学療法士が，介護認定審査会などの委員としてだ
けではなく，市町村が計画する自助・互助・共助・公助に資するさまざまな事業や事業計画の段
階から参画することが次年度から求められます．直接的支援活動を保険診療上の技術料として理
学療法は発展してきました．地域包括ケア時代には，組織化活動や教育・啓発活動および評価に
基づく助言技能が，理学療法士の専門性として問われると考えられます．
　そこで，今月号の特集は「地域における理学療法のパラダイムシフト」です．森本論文では，
従来と今日あるいは今後の理学療法士の在り方が整理されています．われわれ理学療法士の強み
を活かすためには，時代の要請に応えて突き進んでいくしかないと覚悟を促される内容です．有
賀論文は，茨城県における住民への運動学・解剖学・生理学を含めた介護予防体操に関する教育
実践と成果が明示され，従来の介護予防とは一線を画す，団塊の世代という活動家を育て，組織
化する，理学療法士の自助・互助支援モデルを提示されました．松井論文では，職能団体が特区
制度を活用した事業所活動，すなわち共助の実践モデルを提示されています．青木論文では，高
校野球を通じた理学療法士の障害予防活動を中心に，保険診療に加え保険外業務として理学療法
士の働き方を例示されています．小玉論文では，特別支援学校に勤務している理学療法士として，
体育・機能訓練，養護・訓練，自立活動の変遷を整理されています．そして，自立活動教員とし
ての教員免許交付という理学療法士のプラスワンについて提言されています．
　いずれも大変読み応えがあり，読者の皆さんがパラダイムシフトを意識し，実行するにあたり，
重要なモデルになると思います．その延長線にイノベーションが起こり，パラダイムシフトが達
成されると思います．ほかに入門講座，講座，1 ページ講座，とびら，臨床実習サブノート，甃
のうへの定期企画に加え，報告を 1 編掲載することができました．
　2025 年まで 10 年です．与えられる理学療法士から，創り出す，動き出す，自己変革できる理
学療法士として，一歩踏み出してみませんか． （斉藤秀之）
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